
●平成23年度青少年育成活動方針　重点目標
⍀　地域とともに心のかよう明るい家庭づくりを進め
る。

⍁　青少年の社会参加機会を増やそう。
⍂　健全で安全な社会環境づくりを進める。
⍃　家庭・学校・地域・関係機関の連携の推進と強化。
●社会参加の促進
青少年が地域の活動へ自主的に参加し、社会の一員

としての自覚をもち、社会的な役割を担うことは、青
少年の健全な成長に欠かすことができない。このよう
な体験を積むための機会を大人は地域ぐるみで青少年
に提供する必要がある。
青少年が地域や学校の行事に単に参加するだけでは

なく、その行事の企画段階から積極的に関わりをもち、
意見を述べる機会を増やすことは、青少年自身の主体
性と社会の一員としての役割意識をはぐくむ大きな力
になっている。
地域では、青少年がスポーツや文化活動を通じて、

直接体験を積むための集団活動、地域活動が行われて
いる。
青少年育成団体のひとつである青少年育成地区委員

会では、自主性と社会性をはぐくむことを目的に、企
画から当日の運営までを青少年が行う事業として、高
齢者との交流会や地域の子どもまつりを実施している。
また、自分の意見を地域の大人たちに聞いてもらう機
会として、中学生の意見発表会などの事業も行われて
いる。これらの事業は、青少年の自主性と社会性をは
ぐくむとともに、自らを表現する場としても機能して
いる。
●練馬区青少年委員
小学校の通学区域から1名ずつ、小・中学校校長会か

ら代表各1名の計67名を青少年委員に委嘱している。
主として、ジュニアリーダーの養成、地域の子ども

会事業、青少年の各種グループの育成などに携わって
いるほか、地域懇談会を開催するなど、地域・学校・
区の連携を図っている。また、定例会等を通じ委員相
互の連携を積極的にとっている。
●青少年リーダーの養成
小学5～6年生、中学生を対象に、仲間作りのリーダー

として役立つよう、グループ活動の楽しさやルール、
レクリエーション活動の技術や知識などを体験しなが
ら学ぶジュニアリーダー養成講習会を行っている。修
了者は、この講習会の協力者として子どもたちの指導、
育成にあたっているほか、小学校を中心に行われる子
ども会事業など、地域の活動に参加、協力をしている。

●成人の日のつどい
区では新成人の新たな門出を祝い、毎年1月の第2月

曜日に区内在住の新成人を対象として「成人の日のつ
どい」を開催している。
平成23年は、1月10日に「としまえん特設会場」で行

われ、対象者6,689人の61.8％に当たる4,134人の参加が
あった。
●練馬子ども議会
未来を担う子どもたちが練馬区について区長をはじ

めとする区職員と意見交換を行うことを通して、区政
や区議会について理解を深め、区政への参加を促すこ
とを目的に「練馬子ども議会」を開催している。
平成22年度は、中学生49人が子ども議員として参加

した。7月21日に5つの委員会を開催し、子ども議員一
人ひとりが意見を述べ、区理事者と討議を行った。
8月2日に本会議を開催し、子ども議員が10グループ

に分かれ、「伝統工芸の振興」、「エコ・リサイクル」な
どのテーマに基づき意見表明・提案を行った。
●青少年の活動の場
1  区立秩父青少年キャンプ場
青少年が自然に親しみながら共同生活の体験を積む

ことができるよう、秩父市（埼玉県）の秩父さくら湖
を望む山腹に、青少年キャンプ場を開設している。開
設期間は、毎年5月1日～10月31日で、約28,000m2の敷地
にバンガロー4棟、炊事場2棟、集会所1棟を備え、110
人の宿泊（テントを含む）ができる（夏休み期間は常
設テント15張、幼児用プールを開設）。
平成22年度は延べ2,068人の宿泊利用があった。

2  民間遊び場
民間遊び場は、子どもたちが身近なところで気軽に

遊べるよう民間の空き地を遊び場としたものである。
遊び場の管理と運営は、地域住民の自主的団体である
管理委員会が行っている。
23年4月1日現在32か所、延べ面積31,728.14m2となっ

ている。
3  公有地一時開放遊び場
公有地が本来の目的（公園・道路等）に使用される

まで、子どもの遊び場として一時的に開放している。
遊び場の運営は、地域住民の自主的団体である運営委
員会が行っている。
23年4月1日現在3か所を開放している。

4  民有地一時開放遊び場
民間の空き地を区が直接土地所有者から借りて、子

どもの遊び場として一時的に開放している。遊び場の
運営は、地域住民の自主的団体である運営委員会が行
っている。
23年4月1日現在6か所を開放している。
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（1）青少年の自主的な活動を支援する

3 青少年を健やかに育成する



75

●青少年表現活動の支援
青少年の健全な成長に資するよう、青少年の演奏等

の表現活動の場を確保し、区に登録された青少年の個
人または団体が日ごろの芸能・芸術活動の成果を発表
する。
平成22年度は延べ3団体が、平成つつじ公園において

実演を行った。
●青少年館
青少年館は、講座、教室などの事業を通して青少年

の豊かな発達を援助するとともに、生涯学習団体を中
心とした地域の団体の学習、趣味、スポーツなどの生
涯学習活動の場としても利用されている。また、個人
でも気軽に利用できるよう学習室、談話コーナー、ホ
ールなどの開放を行っている。
あわせて、知的障害・肢体障害を持つ青年たちの

様々な生活課題や学習要求に応じられるよう、4つの心
身障害者青年学級を運営している。
春日町青少年館と南大泉青少年館（分館）があり、

南大泉青少年館は南大泉図書館との併設施設となって
いる。
平成22年度は、主催事業、団体利用を合わせ、延べ

101,806人（単位時間ごとの利用者延べ数）の利用があ
った。また、心身障害者青年学級では、延べ1,588人が
出席した。

青少年館の内容別利用状況 平成22年度 

区分 館 名 

 
一 般 団 体  
館主催事業  
青少年団体  
官 公 署  
そ の 他  

件 
1,650 
2,491 
2,208 
22 
985

人 
20,989 
15,595 
22,623 
754 

16,470

件 
1,467 
844 
923 
61 
102

人 
6,076 
11,228 
5,639 
1,328 
1,104

計 7,356 76,431 3,397 25,375

春　日　町 南　大　泉 

青少年館の事業実施状況 平成22年度 

実　施　事　業 事　業　名 

〔 春 日 町 〕  
文 化 教 養 講 座  
ス ポ ー ツ 講 座  
青 少 年 館 ま つ り  
 
サークル合同発表会 
 
 
 
演 劇 活 動  
 
 
 
 
 
 
 
 
児 童 劇 教 室  
野 外 活 動  
ホ ー ル 個 人 利 用  
 
学 習 室 の 開 放  
 
談 話 室 の 開 放  
青少年将棋コーナー 
心身障害者青年学級 
わかものスタート支援事業 

 
6講座　697人受講 
2講座　214人受講 
12月18日実施　延べ548人参加 
ダンス 
作品展示とダンスの発表会 
　11月20日・21日実施　延べ680人参加 
バレーボール大会 
　10月17日　延べ79人参加 
練馬児童劇団 
・けいこ　37回 
　延べ1,011人参加 
・合宿：武石少年自然の家 
　3泊4日　128人参加 
・発表会：10月1日 
　　会場：練馬文化センター小ホール 
　　演目：「青い鳥」 
　　公演：2回　延べ入場者：1,084人 
8回　延べ158人受講 
1講座：123人受講 
（土曜・日曜日） 
109回　利用者数　延べ1,323人 
常設学習室　利用者数　延べ3,829人 
臨時学習室　利用者数　延べ2,757人 
利用者数　延べ3,043人 
24回実施　延べ188人参加 
4学級　延べ1,588人参加 
4講座　延べ1,096人参加 

〔 南 大 泉 〕  
文 化 教 養 講 座  
ス ポ ー ツ 講 座  
こどもフェスティバル 
 
 
 
ホ ー ル 個 人 利 用  
 
音 楽 練 習 室  
 
学 習 室 の 開 放  

 
3講座　延べ380人受講 
3講座　476人受講 
8月7日実施 
延べ432人参加 
　お楽しみ会、おはなし会、プラバン工作、
　けん玉など 
（水曜・土曜日） 
71回　利用者数　延べ1,568人 
1,496回　利用者数　延べ2,643人 
利用講習会11回実施、79人受講 
教室の利用がないときに学習室とし
て開放　利用者数　延べ8,783人 



●家庭・地域社会の教育力の向上
子どもたちの「生きる力」を育てるため、学校・家

庭・地域の持つ教育力を十分に機能させる必要がある。
特に、家庭は、青少年が育つ場であり、身近にいる

大人の考え方や行動が青少年の人間形成に大きく影響
している。そこで、家庭のもつ教育機能の重要性を認
識するとともに、地域ぐるみでその機能を支えていく
ことが重要である。地域では、家族のつながりを深め
るきっかけになるよう、親子等で参加ができる行事を
積極的に行っている。
また、性の低年齢化や薬物乱用は、社会問題となっ

ており、家庭や地域の教育力を深め、解決を図る必要
がある。区では地域の青少年団体に対し、研修会や講
演会などを開催している。

●学校との連携強化
地域ぐるみで育成活動を推進するため、学校・家

庭・地域社会の連携を図り、「総合的な学習の時間」に
対応した地域の人材活用を図り、地域社会と学校との
交流を深めていく。
また、学校・家庭・地域社会が一体となり、青少年

の健全育成を図っていくために、教職員、保護者、青
少年委員、青少年育成地区委員等が相互に情報・意見
交換を行い、地域懇談会等で連携を図っていく。
●練馬区青少年問題協議会
区長の附属機関として設置されている。区の青少年

施策の基本的な方針や問題について審議し、その結果
を協議会の意見として区に具申している。
●練馬区青少年対策連絡会
練馬区青少年問題協議会の下部組織として、青少年

問題協議会の諮問を受け、青少年育成活動方針（案）
等の検討を行っている。
●練馬区青少年育成地区委員会
地域住民のボランティア組織で、旧出張所管轄地域

を単位として17地区に設置し、約2,100人の委員が活動
している。
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主な活動として、スポーツ、レクリエーション、文
化活動などを通じた青少年の育成、不健全雑誌等自動
販売機追放などの環境浄化活動を行っている。
●環境浄化と非行防止の推進
地域の環境は青少年の育成に欠くことができない重

要な部分である。青少年にとって地域は、望ましい人
間形成ができる場として期待できる反面、非行化の温
床になる可能性もある。地域ぐるみで環境浄化につと
め、非行を防止するよう、大人は青少年と日ごろから
会話をかわせるような人間関係を築くことが重要にな
っている。
区では、青少年をとりまく社会環境の悪化に対し、

青少年団体などと協力し、健全で安全な社会環境づく
りに取り組んでいる。
1  「健やか運動」の推進
「子どもたちを健やかに育てる運動」（以下「健やか

運動」という。）は、青少年の非行防止と健全育成をす
べての区民に認識してもらい、区民全体の運動として
推進しようというもので、主につぎのような活動を行
っている。
① 「健やか運動」の協力店

コンビニエンスストア、文具店や外食産業など、
青少年の出入りの多い店に対し、「健やか運動」協
力店のステッカーを掲示してもらうとともに、子
どもたちへの呼びかけ等の協力を依頼している。
平成23年4月1日現在、1,720店が協力店として活動
している。
② 「夕べの音楽」の放送

子どもたちに帰宅を促すことを目的に、ナレー
ションにあわせて「夕やけ小やけ」の音楽を毎夕、
区防災無線設備を利用して放送をしている。
③ 「健やか運動」のPR
「健やか運動」を広く区民に周知し、青少年の健
全育成を推進していくため、毎年、子どもたちか
ら募集した原画を使って、カレンダーなど「健や
か運動」PR物品を作成し、健全育成推進事業で活
用をしている。

2  「社会を明るくする運動」の推進
青少年の非行防止と更生の援助を中心とした法務省

主唱の運動である。青少年関係団体・機関による「練
馬区推進委員会」を設置し、毎年7月に「フェスティバ
ル」、「社会を明るくする運動のつどい」などを行って
いる。
3  不健全雑誌自動販売機等実態調査
だれでも自由に不健全雑誌やビデオが購入できる自

動販売機は、通学路や住宅地近辺に設置される場合が
あり、思春期の子どもたちに影響を与えている。
また、こうした雑誌やビデオは、地域のコンビニエ

ンスストアやレンタルビデオ店でも手軽に入手できる
状況である。

（2）家庭・学校・地域で連携して青少年の健全

育成を推進する

平成22年度研修会内容 

実施日 
テーマ 
 

講　師 
 

会　場 
参加者 
実施日 
テーマ 
 

講　師 
会　場 
参加者 

22年10月28日（木） 
「地域の子どもは、地域で育てる～実践
編～」 
子育てボランティア団体「わいわいギル
ド」代表　星　一郎 
練馬公民館　 
187人 
23年1月28日（金） 
「子どもの自主性を引き出す育て方、接
し方」 
産業カウンセラー　左口　絹英 
練馬公民館 
172人 

第
1
回 

第
2
回 
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そこで、地域の青少年育成地区委員会が中心となっ
て、毎年、コンビニエンスストアやレンタルビデオ店
での自主規制の状況や雑誌自動販売機等実態調査を行
い、現状の把握と改善を行っている。

4  地域における子どもたちの安全のために
子どもたちを犯罪から守るために、「子ども防犯ハン

ドブック」の配布（小学校1、4年生対象）、子どもたち
の緊急避難所事業を実施している団体への「ひまわり
110番」表示プレートの提供、緊急避難所見舞金支給制
度を実施している。

不健全雑誌自動販売機などの調査結果 

調　査　項　目 
不健全雑誌・ビデオ自動販売機 
レ ン タ ル ビ デ オ 店  
　成人向ビデオが置いてある店 
コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 
　 24　時　間　営　業　の　店 
　成人雑誌を販売している店  

平成21年 
16台 
17店 
16店 
183店 
164店 
160店 

平成22年 
16台 
19店 
18店 
179店 
171店 
148店 


